＊黄色とハイライトしたテーマのところでは翻訳する必要がなく、日本語のままでO Kです。
· 自己紹介とPVに関する経歴説明
薬学部を卒業後に、研究職を半年経験したのち、かねてより興味のあったPV業務に従事しました。有害事象の選定から、専用システムへの入力、翻訳、評価、再調査、規制当局報告に至るPV業務全般を習得後、PVプロジェクトのマネージャーに昇進しました。
症例の処理やCPの状況を理解の上、チームマネジメントや現場運営を行い、クライアント及び日本・中国チームメンバーと良好な関係を構築しました。積極的な業務改善提案により、生産性の向上及び正確性の向上に寄与し、新規プロジェクトのSales/Solution/ Transition Supportにも大きく貢献しました。

· 転職理由：A社→P社 
主に二つの要因があります。一つ目、A社組織の面で、人材育成するため、ライフサイエンスの案件のみ経験するより、金融業界など他業界も幅広く担当するのは基本で、自分将来の目標はライフサイエンス特化したコンサルティングやマネジメント業務をしたいので、遠回りかなと思いました。二つ目、キャリアアップ。ちょうどP社 の方は100人ほど大きなプロジェクトがあり、向こうは声をかけてくださいまして、PV経験もマネジメント経験も成長できると思い、転職しました。

· 転職理由：P →
最初は海外M B Aに入学したく、離職しましたが、準備期間中にキャリアアドバイザーやM B A卒業者の先輩との相談を通して、将来キャリアチェンジの予定がなければ、時間やお金のコストをとって、海外に行くより、日本国内夜間M B Aの方が、仕事と勉強両立でき、学んだ知識を職場にそのまま活かせるメリットがあり、きっかけとし、今回の転職活動を開始しました。

· 現在の行っている安全性業務の内容について
PVプロジェクトのプロジェクトマネジメント業務とラインマネジメント業務を兼務していました
直近管理したプロジェクトは外資系大手製薬メーカーの案件で、日本、中国、インドチームと連携し、業務を行いました。当時プロジェクトマネジメント及びラインマネジメントを兼任の形で、プロジェクトの人数は100名程度、ラインマネジメントの人数は15名程度でした。

· 志望動機
私が御社を志望している理由は二つあります。
一つ目は、自分のスキルと経験を活かせるポジションだと思ったからです。
二つ目は、案件数とA Iです。まずは御社の案件数は業界１位と伺たことがあり、いろんな案件を経験でき、成長の良い環境だと思います。次に、将来ライフサイエンスかけるITの時代になると思います。御社は積極的に安全性業務へAIを導入すると聞いたことがあり、もし自分も御社で仕事できたら、自分も業務自動化について最先端のプロセス・設備に関わることができます、他社にはない本質的な課題解決に携わることができると思います。

· PV業務について
· 実務経験
疾患領域について、がん、循環器、消化器、ウィメンズヘルス、希少疾患、ディバイスなど幅広く経験してきました。
Argusにあるステータスについて、受付、データ入力、Q C、翻訳、一次評価を経験したことがあります。当局報告、再調査、原資料の保管業務については実際症例担当者として対応したことがないですが、該当するチームのラインマネージャーと担当したことがあるので、該当する業務の概要を把握できています。
症例の種類について、国内症例及び海外症例両方とも経験したことがあり。市販後と治験も両方とも経験したことがあります。
システムについて、主にArgusを使用しました。その中、Argus Jだけではなく、Argus Eも経験したことがあります。
· マネジメント経験
年数：四、五年くらい
規模：日本側30名程度、全体100人程度のプロジェクトをマネジメントしたことがある
役割：QCer /トレーナー、日本側のリージョナルマネージャー、プロジェクトマネジャー、ラインマネジャーを経験したことがあります。
業務内容：顧客とのインターフェース、顧客への定例報告、プロジェクトのタイムライン、タスク、品質、スコープ、コスト、リソース等の管理業務、部下の指導・教育・評価、組織体制構築・調整、業務改善、新規案件の立ち上げ
実績：コスト管理について、業務プロセス改善、新人研修制度を完備することにより10F T E分のコストを削減した実績があります。
品質管理について、プロセス・手順の改善及び可視化モニタリングシステムの構築により、エラー率を90％から2％に抑えた実績があります。

ラインマネジメント経験について、
業務内容：要員計画、業務配分、業務の指導/ 担当するチームのスキルレベルと生産性の向上、および、働きやすい環境作りをリード/ 担当するチームのメンバーと定期的なコミュニケーションを行い、パフォーマンス評価とキャリア開発
実績：業務プロセス煩雑、メンバー毎にパフォーマンスのギャップが大きい、拠点毎にトラブルが頻発などの問題を解決・改善することにより、生産性の向上及び品質の向上に寄与した上で、離職率を50%から15%以内に抑えた実績があります。

· どのようにプロジェクト管理を行ってきたか？
私がプロジェクトマネジメントするうえで最も大切にしていたことは、クライアント・プロジェクトメンバーと信頼関係を構築することです。
クライアントに対しては、硬軟両様の方針でマネジメント業務を行なってきました。
例えば契約内容におけるスコープや請求金額などの問題については、社内の専門部隊と連携し、自社の利益を守るよう、戦略的に交渉します。
一方、日常運営については、「契約通りに納品する」を最低限のラインに達成した上で、柔軟性を持って、クライアントの立場に立った運営を心がけています。問題解決や提案力はもちろん、些細な気遣いを忘れずにクライアントのマネジャーの方も仕事しやすいよう、自社内部に高い評価いただけるよう考慮するなどし信頼関係を構築してきました。
メンバーに対しては、定期的に１on1を実施し、現場の声を大切にし、チームメンバーの悩みを積極的に解決することで関係を築いています。人材育成に関しては、適材適所を念頭に成長意欲のある方について、リーダーシップと発揮できるチャンスや指導を与えてきました。
特に現在在宅勤務中心との働き方の中、チームメンバーのモチベーションを高め、互いに理解し合えて、助け合えて、自主的に責任感を持って動けるような雰囲気を作るよう、マネジメント業務を行なってきました。

· 成功体験について
1. 何のエピソードなのか一言で
相次ぐ転職による急な人員減により人手不足に陥ってしまった状況を、業務改善と新人研修体制の整備により乗り越えたエピソードです。
2. 課題は何か
当時管理していた中国チーム７０名のうち、１５名が新規オフィスをオープンした競合他社に一気に転職してしまったことで、人員不足に陥ってしまいました。
3. 解決策は（自分の立場を明確にする）
私はプロジェクトマネージャーとして業務改善によるFTEカットと、新人の早期戦力化により、この課題を解決しました
業務改善については、業務改善について、まずは各チームとヒアリングし全ての業務をリストアップし、不要な業務は断然に廃棄し、要な業務について、煩雑なプロセスを効率化しました。
新人研修について、以前師匠弟子の研修方法から、効率良いかつ体系的なトレーニングプランにし、講師講座（録画することによりトレーナー重複な説明を効率化できる同時に、コロナの影響で対面研修実施できない状況で復習しやすいところで、研修の効果を高める）、Argusトレーニング環境の練習、Argus本番環境の練習＋QC、卒業後のサポート四ステップ経て、卒業するような仕組みを構築しました。
4. 結果どうなったか
10FTEカットできるようになり、コスト削減及びチームメンバーのモチベーション向上に寄与しました。
また、新人研修の期間を六ヶ月から三ヶ月に短縮し、新人症例処理の正確性は85％から95%に上げ、新人研修制度の完備にも寄与しました。

· 失敗体験について
1, 何のエピソードなのか一言で
四、五年前に役割が変わったタイミングで業務の切り替えがうまくできずに業務過多に陥ってしまった際のエピソードです
2, 課題は何か
日本側のリージョナルマネージャーにプロモーションしたばかりのころ、役割が変わったにも関わらず以前の役割であった教育担当の業務でメンバーからの問い合わせが殺到し続けてしまい、新しい役割へ業務を割く時間がなく、連日残業しても仕事が終わらない負のループに陥ってしまったことがありました。
3, 解決策は（自分の立場を明確にする）・4, 結果どうなったか
上司や先輩の方と相談し、体制を整えて、チームメンバー30名ほどの現場をスムーズに運営できるようになりました。
個別症例の相談について、1 on1を実施し、実力のあるかつ成長意欲のある方2名を選抜し、サポート窓口と設立しました。
難易度の高い症例について、研修やサポート体制をちゃんと整えた上で、チームスキルアップの一環として、平等に全員アサインするようと調整しました。
5, 何かを学んだか
今回の失敗体験から、一つ大きなことをわかってきました。
もちろん仕事ができますと評価していただき、マネジャーとプロモーションしたが、マネージャーは「自分ができます」より、自分の成功体験をチームメンバーにコピーし、適切な仕事を最適な人に割り当てることとわかってきました。
その後も、体制の構築、人員育成、業務配分、業務の指導を大切にし、マネジメント業務を行なっています。

· 強み・弱み
強み：問題解決能力、利害関係者をマネジメントスキル
弱み：責任感を持ちすぎで、自分の業務量を増えてしまうことがある

· キャリアプラン
入社してなるべく早いうちに、上司や同僚の方と良いコミュニケーションを取りながら、自分の業務をキャッチアップし、マスターできるよう頑張りたいと思います。
中長期的には、前職で、マネージャーとして組織をよくするという成功体験を得ました。今後、その良い影響の範囲をさらに広げていきたいという思いがあり、より上位のマネジメント職シニアマネジャーやダイレクターを目指して頑張りたいと思います。
